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【論文の内容の要約】 

 本研究は、熱帯半乾燥地の南インドの畑作地において深刻な問題となっている土壌劣化

の進行とそれに伴う作物生産性の低下を防ぎ、持続的な土地管理法を創出するために、土

壌有機炭素蓄積と作物生産性の観点から土壌改良資材のバイオ炭の施用効果を検討したも

のである。バイオ炭施用は、土壌炭素蓄積や作物生産性向上に有効な土地管理として世界

的に注目を浴びている一方で、アルカリ性土壌の広がる南インドではその施用効果を検証

した例がほぼなく、施用効果を土壌の炭素や窒素動態を含めて明らかにする必要がある。

そこで本研究では、南インドの畑作地において、主作物のソルガムの栽培を 3 回含む圃場

試験を 27ヶ月間に渡り実施し、バイオ炭施用に加え、現地で慣行的に利用されている堆肥

や化学肥料の施用効果を、土壌生化学的に時系列で解析した。その結果、バイオ炭施用は

27 ヶ月間に渡り土壌の保水性を向上したものの、微生物活性と有機物分解には顕著な影響

を与えず、バイオ炭施用量の 80～90％程度の残存により土壌炭素蓄積に明確に貢献した。

作物生産性に関しては、バイオ炭単体の施用では作物生産性を顕著には増加させないもの

の、バイオ炭と化学肥料を同時施用することで作物の窒素利用効率の増加に寄与し、作物

生産性を向上させることが示された。これらの知見は、バイオ炭施用が土壌劣化の防止と

作物生産性の向上を同時に実現させる持続的な土地管理法として有用であることを現地圃

場試験の結果に基づき示している点で、熱帯半乾燥地の南インドにおける持続的な農業生

産の実現に大きく寄与するものである。 

 

 


